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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第２四半期（平成 29年４月１日～平成 29年９月 30日）の世界経済は、米国で着実に景気回

復が続いたほか、欧州では景気が緩やかに回復し、中国でも持ち直しの動きが続きました。また

わが国経済は、雇用情勢が改善し、個人消費が緩やかに持ち直したほか、設備投資や輸出が持ち

直すなど、景気は緩やかな回復基調が続きました。 

こうした経済情勢にあって、当社グループを取り巻く事業環境は、倉庫及び港湾運送等物流業

界においては、貨物量が増加しているものの競争の激化等により、また不動産業界においては、

賃貸オフィスビルの需給改善による賃料上昇の動きが一部に止まったことにより、引き続き厳し

い状況のうちに推移しました。 

このような状況の下、当社グループは、積極的な営業活動を推進し、物流事業では、医薬品等

の配送センター業務の拡大、海外拠点の拡充等に努め、不動産事業では、テナントの確保及び賃

料水準の維持・向上に努めました。他方、コスト管理の徹底と業務の効率化を一層推し進め、業

績の確保に努めました。 

この結果、営業収益は、物流事業で、倉庫、陸上運送、港湾運送及び国際運送取扱の各事業に

おいて貨物取扱量が増加したため収入が増加し、不動産事業で、不動産賃貸事業において大阪地

区のサブリース施設解約等があったものの設計施工事業の受注増加により収入が増加したため、

全体として前年同期比 78億 2千 2百万円（8.0％）増の 1,054億 5千 9百万円となりました。ま

た営業原価は、物流事業で、貨物取扱量の増加に伴い作業運送委託費等が増加し、不動産事業で、

設計施工の受注増加に伴い設計施工費が増加したため、全体として前年同期比 71億 9千 2百万円

（8.3％）増の 934億 4千 5百万円となり、販売費及び一般管理費は、連結子会社における経費の

増加等により、同 9千 8百万円（1.9％）増の 52億 2千 1百万円となりました。 

このため、営業利益は、物流事業で増益、不動産事業で減益、全体として前年同期比 5億 3千

2百万円（8.5％）増の 67億 9千 1百万円となり、経常利益は、持分法による投資利益の増加等

により、同 13億 8千 5百万円（18.1％）増の 90億 4千 1百万円となりました。また親会社株主

に帰属する四半期純利益は、投資有価証券売却益等の特別利益の増加や投資有価証券評価損等の

特別損失の減少により、前年同期比 13億 3千万円（26.3％）増の 63億 9千 3百万円となりまし

た。 

 

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。 

① 倉庫・港湾運送等の物流事業 

倉庫・陸上運送の両事業は、自動車部品、食品等の取扱増加により、営業収益は倉庫事業で

前年同期比 7.2％増の 258億 7千 1百万円、陸上運送事業で同 8.9％増の 238億 7千 6百万円と

なりました。また港湾運送事業は、コンテナ貨物の取扱増加等により、営業収益は前年同期比

3.1％増の 116億 6千万円となり、国際運送取扱事業は、輸出入貨物の取扱増加等により、営業

収益は同 15.0％増の 241億 8千 2百万円となりました。 

この結果、物流事業全体の営業収益は、前年同期比 72億 4千 1百万円（8.9％）増の 883億

9 千 5 百万円となりました。また営業費用は、貨物取扱量の増加に伴い作業運送委託費等が増

加したため、前年同期比 65億 3千 8百万円（8.4％）増の 842億 2千 4百万円となりました。

このためセグメント利益（営業利益）は、前年同期比 7億 3百万円（20.3％）増の 41億 7千 1

百万円となりました。 
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② 不動産事業 

主力の不動産賃貸事業は、大阪地区のサブリース施設解約等により、営業収益は前年同期比

3.5％減の147億6千万円となりました。その他の営業収益は、設計施工事業の受注増加により、

前年同期比 47.2％増の 32億 7千万円となりました。 

この結果、不動産事業全体の営業収益は、前年同期比 5 億 1 千 3 百万円（2.9％）増の 180

億 3千万円となりました。また営業費用は、設計施工の受注増加に伴う設計施工費の増加があ

ったため、前年同期比 7億 9千万円（6.6％）増の 126億 7千 5百万円となり、セグメント利益

（営業利益）は、不動産賃貸事業が減収となったため、前年同期比 2億 7千 7百万円（4.9％）

減の 53億 5千 5百万円となりました。 

 

セグメントごとの主要業務の営業収益 

 営業収益(百万円) 前年同期比増減 

前第２四半期 
連結累計期間 

当第２四半期 
連結累計期間 

金額(百万円) (％) 

倉庫・港湾運送等の物流事業 

（倉庫事業） 

（陸上運送事業） 

（港湾運送事業） 

（国際運送取扱事業） 

（その他） 

 

24,140 

21,916 

11,311 

21,022 

2,763 

 

 25,871 

23,876 

11,660 

24,182 

2,805 

 

1,731 

1,960 

348 

3,159 

41  

 

7.2 

8.9 

 3.1 

15.0 

1.5 

計 81,154 88,395 7,241 8.9 

不動産事業 

（不動産賃貸事業） 

（その他） 

 

15,296 

2,221 

 

14,760 

3,270 

 

△535 

1,048 

 

△3.5 

47.2 

計 17,517 18,030 513 2.9 

セグメント間取引消去   △1,035   △967   68 － 

合計 97,636 105,459 7,822 8.0 

(注)上記金額には、消費税等は含まない。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

① 資産・負債・純資産の状況 

当第２四半期末の総資産は、新規借入等に伴い「現金及び預金」等が増加したほか、株式相

場の上昇に伴い「投資有価証券」が増加したため、前期末比 154億 3千 7百万円増の 4,507億

9千 2百万円となりました。 

他方当第２四半期末の負債合計は、新規借入に伴い「短期借入金」が増加したほか、株式相

場の上昇に伴い「繰延税金負債」が増加したため、前期末比 37億 9千 7百万円増の 1,622億 8

千 1百万円となりました。 

また当第２四半期末の純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により「利益剰

余金」が増加したほか、株式相場の上昇に伴い「その他有価証券評価差額金」が増加したため、

前期末比 116億 4千万円増の 2,885億 1千万円となりました。 

この結果、当第２四半期末の自己資本比率は、前期末を 0.4ポイント上回る 63.4％となりま

した。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益や減価償

却による資金留保等により、107億 8千 9百万円の増加となりました。 
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当第２四半期の投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出等により、

127億 2千 9百万円の減少となりました。 

当第２四半期の財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の増加等により、46億 2千万

円の増加となりました。 

この結果、当第２四半期の連結キャッシュ・フローは、これらに現金及び現金同等物に係る

換算差額（1億 4千 7百万円の減少）を加えた全体で 25億 3千 3百万円の増加となり、現金及

び現金同等物の四半期末残高は 394億 5千 5百万円となりました。 

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第２四半期の業績は概ね期首予想（平成 29年４月 28日発表の予想数値）に沿って進捗して

いるため、通期の業績予想については期首予想を据え置いております。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 37,841 38,324

受取手形及び営業未収金 33,588 35,641

有価証券 - 2,000

販売用不動産 9,846 10,791

繰延税金資産 1,638 1,625

その他 6,336 6,766

貸倒引当金 △83 △71

流動資産合計 89,167 95,077

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 108,550 105,689

機械装置及び運搬具（純額） 4,049 3,857

土地 86,905 86,750

建設仮勘定 1,534 6,595

その他（純額） 6,287 6,208

有形固定資産合計 207,327 209,101

無形固定資産

借地権 7,722 7,722

のれん 1,236 1,079

その他 6,923 6,856

無形固定資産合計 15,882 15,658

投資その他の資産

投資有価証券 114,545 123,051

長期貸付金 527 118

繰延税金資産 2,359 2,403

その他 5,708 5,471

貸倒引当金 △22 △22

投資損失引当金 △140 △66

投資その他の資産合計 122,977 130,954

固定資産合計 346,187 355,714

資産合計 435,354 450,792
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 21,750 20,305

短期借入金 20,546 26,768

1年内償還予定の社債 - 7,000

未払法人税等 2,676 1,987

取締役賞与引当金 50 25

その他 14,123 10,451

流動負債合計 59,146 66,538

固定負債

社債 27,000 20,000

長期借入金 18,053 17,894

長期預り金 21,142 21,857

繰延税金負債 20,424 23,557

役員退職慰労引当金 195 158

退職給付に係る負債 12,208 12,000

その他 312 274

固定負債合計 99,337 95,743

負債合計 158,484 162,281

純資産の部

株主資本

資本金 22,393 22,393

資本剰余金 19,566 19,566

利益剰余金 180,762 185,753

自己株式 △832 △837

株主資本合計 221,890 226,877

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 51,422 58,539

為替換算調整勘定 975 525

退職給付に係る調整累計額 △64 △105

その他の包括利益累計額合計 52,332 58,959

非支配株主持分 2,646 2,674

純資産合計 276,870 288,510

負債純資産合計 435,354 450,792
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業収益

倉庫保管料 11,756 12,341

倉庫荷役料 8,098 8,694

陸上運送料 21,915 23,876

港湾荷役料 8,896 9,189

国際運送取扱料 20,957 24,121

不動産賃貸料 16,129 15,588

その他 9,882 11,647

営業収益合計 97,636 105,459

営業原価

作業運送委託費 40,067 45,032

人件費 17,693 18,169

施設賃借費 4,397 4,519

減価償却費 6,157 6,050

その他 17,937 19,673

営業原価合計 86,253 93,445

営業総利益 11,382 12,013

販売費及び一般管理費 5,123 5,221

営業利益 6,258 6,791

営業外収益

受取利息 12 45

受取配当金 1,039 1,478

持分法による投資利益 235 1,071

その他 449 264

営業外収益合計 1,736 2,859

営業外費用

支払利息 315 299

為替差損 - 266

その他 23 42

営業外費用合計 339 609

経常利益 7,656 9,041

特別利益

固定資産処分益 18 11

投資有価証券売却益 36 361

投資損失引当金戻入額 - 62

施設解約補償金 165 -

特別利益合計 220 435

特別損失

固定資産処分損 128 222

投資有価証券評価損 284 27

投資損失引当金繰入額 43 -

損害補償費用 - 94

特別損失合計 456 343

税金等調整前四半期純利益 7,420 9,133

法人税等 2,335 2,688

四半期純利益 5,085 6,444

非支配株主に帰属する四半期純利益 23 51

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,062 6,393
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 5,085 6,444

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,264 7,115

為替換算調整勘定 △2,051 △343

退職給付に係る調整額 3 △39

持分法適用会社に対する持分相当額 △379 △108

その他の包括利益合計 △1,163 6,623

四半期包括利益 3,922 13,068

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,963 13,020

非支配株主に係る四半期包括利益 △40 48
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 7,420 9,133

減価償却費 6,332 6,230

引当金の増減額（△は減少） 45 △85

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △283 △208

受取利息及び受取配当金 △1,052 △1,523

支払利息 315 299

投資有価証券売却損益（△は益） △36 △361

投資有価証券評価損益（△は益） 284 27

売上債権の増減額（△は増加） 385 △2,106

販売用不動産の増減額（△は増加） △794 △944

仕入債務の増減額（△は減少） △939 △1,427

預り金の増減額（△は減少） △428 1,335

その他 △1,612 △131

小計 9,636 10,238

利息及び配当金の受取額 1,332 4,234

利息の支払額 △303 △289

法人税等の支払額 △2,643 △3,394

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,022 10,789

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △9,599 △13,147

固定資産の売却による収入 45 10

投資有価証券の取得による支出 △25 △27

投資有価証券の売却による収入 52 361

その他 80 73

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,446 △12,729

財務活動によるキャッシュ・フロー

借入金の純増減額（△は減少） △350 6,115

配当金の支払額 △1,051 △1,401

その他 △153 △93

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,555 4,620

現金及び現金同等物に係る換算差額 △658 △147

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,637 2,533

現金及び現金同等物の期首残高 45,658 36,921

現金及び現金同等物の四半期末残高 42,020 39,455
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報） 

報告セグメントごとの営業収益及び利益の金額に関する情報 

前第２四半期連結累計期間（自 平成 28年４月１日 至 平成 28年９月 30日） 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
調 整 額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計 上 額 

(注)２ 

倉庫・港湾 
運 送 等 の 
物 流 事 業 

不動産事業 計 

営業収益 

外部顧客に対する営業収益 

 

80,799 

 

16,836 

 

97,636 

 

－  

 

97,636 

セグメント間の内部 
営業収益又は振替高 

354 681 1,035 △1,035 － 

計 81,154 17,517 98,672 △1,035 97,636 

セグメント利益 3,468 5,632 9,100 △2,841 6,258 

(注) １ セグメント利益の調整額△2,841百万円には、セグメント間取引消去 13百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用 

△2,855百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成 29年４月１日 至 平成 29年９月 30日） 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
調 整 額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計 上 額 

(注)２ 

倉庫・港湾 
運 送 等 の 
物 流 事 業 

不動産事業 計 

営業収益 

外部顧客に対する営業収益 

 

88,036 

 

17,423 

 

105,459 

 

－  

 

105,459 

セグメント間の内部 
営業収益又は振替高 

359 607 967 △967 － 

計 88,395 18,030 106,426 △967 105,459 

セグメント利益 4,171 5,355 9,526 △2,735 6,791 

(注) １ セグメント利益の調整額△2,735百万円には、セグメント間取引消去 18百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用 

△2,753百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 

 

（重要な後発事象） 

平成 29年４月 28日開催の取締役会決議に基づき、平成 29年 10月１日をもって、単元株式数

を 1,000株から 100株に変更し、また、平成 29年６月 29日開催の第 214回定時株主総会第２

号議案「株式併合の件」の承認可決により、平成 29年 10月１日をもって、２株につき１株の

割合で株式併合を行っております。 

なお、１株当たり情報に及ぼす影響につきましては、巻頭のサマリー情報に記載しております。  
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